
◆キャラクター設定 
 
◼︎桜井 透子（さくらい とうこ） 
 
26歳／新入社員・営業アシスタント 
 
素直でまっすぐだが、空回りしやすく要領が悪い。 
 
「ちゃんと認められたい」という気持ちが人一倍強く、努力家。 
 
感情が顔に出やすく、周囲からは“犬っぽい”と評される。 
 
真木の何気ない言葉に一喜一憂してしまう自分に戸惑っている。 
 
 
◼︎真木 誠司（まき せいじ） 
 
32歳／営業部課長。社内最年少の幹部候補。 
 
クールで冷静、常に論理的。感情で動くことを嫌う。 
 
「氷の真木」と呼ばれているが、実は部下をよく観察している。 
 
透子の不器用な努力を誰よりも早く見抜いており、少しずつ気にかけている。 
 
 
 
◼︎美園 奈々（みその なな） 
 
28歳／総務部・社内でも評判の美人。 
 
仕事もでき、社交的だがプライドが高く、真木を密かに狙っている。 
 
透子に対しては“親切な先輩”を装いながら、さりげなくマウントを取るタイプ。 
 
真木の前では柔らかく、透子の前では少し鋭い笑顔を見せる。 
 
 
 
◼︎井上 沙耶（いのうえ さや） 
 
26歳／営業アシスタント。透子の同期で同じチーム。 
 
面倒見がよく、明るくて人懐っこい。空気を読むのが得意で、場を和ませるタイプ。 
透子とは新人研修の頃から仲が良い。 
 



恋愛や人間関係に対して現実的な視点を持ち、「上司なんて恋愛対象外でしょ」と言いつつ、透

子の気持ちの変化をいち早く察している。 
 
美園のようなタイプには一歩引いた態度を取るが、透子がやり込められた時はちゃんと庇う。 
 
実は自分にも過去の職場恋愛失敗のトラウマがあり、それが彼女の慎重さの理由。 
 


